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研究成果の概要（和文）：　本研究は，現代語表記のゆれの実態について，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に収
録された複数のレジスターを対象にした調査から明らかにするものである。現代語表記のゆれの実態として，次のよう
なことが明らかとなった。
(1) 統語的複合動詞の後項動詞の表記の変遷を調査したところ，漢字表記が増加する傾向が観察された。
(2) 外来語については，長音の表記に関するゆれが多く見られた。具体的には，語末長音のゆれと，原語の二重母音[e
i]の表記のゆれが観察された。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies orthographic variation in contemporary Japanese by survey of 
multiple registers recorded Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese. As the actual situation of 
orthographic variation, the following thing became clear.
(1) Results of changes in the latter form of syntactic compound verbs, tendency of kanji is to increase 
has been observed.
(2) For loan words, it was seen orthographic variation of long vowels. In particular, orthographic 
variation of word-final long vowels and hiatus [ei] has been observed.

研究分野：日本語学

キーワード： 文字　コーパス
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）語表記のゆれ 
 音節、語など、種々の言語単位において、
形式が一つに定まらず、複数の形式が許容さ
れることがある。この複数の形式が共時的に
存在する現象を「ゆれ」と呼ぶ。 
 語のレベルにおけるゆれには、語形やアク
セントのゆれのほか、日本語においては表記
のゆれが多く見られる。例えば、「俺－おれ」
「さくら－サクラ」のような異なる文字体系
間の対立によるゆれのほか、「付属－附属」
のような異なる漢字の対立によるゆれ、「行
う－行なう」のような送り仮名の違いによる
ゆれ等がある。また、「上げる－挙げる－揚
げる」のような異字同訓も、それぞれを別語
とせず同一の語と見なした場合、《アゲル》
に「上げる」「挙げる」「揚げる」という複数
の表記が共時的に存在すると捉えられ、《ア
ゲル》の表記のゆれとして扱うことができる。 
 
（２）語表記のゆれに関する調査 
 語表記のゆれについては、これまでに次の
三つの調査が行われている（調査対象年順に
示す。）。 
 
宮島達夫（1997）「雑誌九十種表記表の統
計」『日本語科学』1（1956 年発行雑誌
90 種の調査） 
国立国語研究所（1983）『現代表記のゆれ』
（1966 年発行朝日・毎日・読売 3 紙の
調査） 

 国立国語研究所（2006）『現代雑誌の表記』
（1994 年発行雑誌 70 誌の調査） 
 
 しかし、これらの調査については、以下の
ような二つの問題点がある。 
 1 点目は、いずれも調査対象が単一のレジ
スターという点である。書き言葉は、新聞・
雑誌にとどまるものではなく、書籍・教科
書・公文書・法律など様々なレジスターがあ
る。また、1966 年当時には存在しなかったレ
ジスターとして Web が挙げられる。現代にお
ける語表記のゆれの実態解明という面から
は、複数の多様な媒体を対象に調査を行い、 
レジスター差の有無等を明らかにする必要
がある。 
 2 点目は、国立国語研究所（2006）の調査
対象年（1994 年）から既に 18 年が経過して
いるという点である。1990 年代から、情報
機器の急速な普及に伴って書記環境が大き
く変化するとともに、それに伴う漢字使用の
増加が指摘されている。その結果、表記のゆ
れの実態にも変化が生じていることが予想
されることから、より現在に近い時期におけ
る語表記のゆれを調査する必要がある。 
 
 2012 年に、本研究代表者は語表記のゆれに
ついて『現代日本語書き言葉均衡コーパス』
の一部（コアデータ：白書・新聞・雑誌・書

籍・Yahoo!知恵袋・Yahoo!ブログから成る延
べ 100 万語のデータ）を利用した予備調査を
行った。この予備調査において、現代語表記
のゆれの傾向を概観するとともに、コーパス
を活用した語表記のゆれの調査手法等につ
いて検討するなど、本研究を開始するための
準備を行った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、『現代日本語書き言葉均衡コー
パス』に収録された 2001 年～2005 年発行の
新聞・雑誌・書籍、2008 年 4 月～2009 年 4 
月に投稿されたブログという四つの媒体を
対象にして、より現在に近い時期における語
表記のゆれの実態を明らかにすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
 
（１）調査対象・データ規模 
 本研究では、『現代日本語書き言葉均衡コ
ーパス』に収録したレジスターのうち、2001 
年～2005 年に発行された新聞・雑誌・書籍、
2008 年 4 月 26 日～2009 年 4 月 25 日に投
稿されたブログを調査対象とする。また、い
わゆる一般語を対象とすることとし、固有名
詞・数詞・感動詞・助詞・助動詞・記号・補
助記号は対象から除く。各レジスターのデー
タの異なり語数・延べ語数を次に示す（「／」
の左が異なり語数、同じく右が延べ語数であ
る。）。 
 
 新聞  約 3万語  ／ 約 74 万語 
 雑誌  約 4.7 万語 ／ 約 232 万語 
 書籍  約 8.6 万語 ／ 約 1520 万語 
 ブログ 約 5.5 万語 ／ 約 520 万語 
 
（２）「表記一覧表」の作成 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に収
録した新聞・雑誌・書籍・ブログの各レジス
ターを対象に、調査・分析の基本資料となる
「表記一覧表」を作成する。「表記一覧表」
は、各レジスターに出現した語をその出現表
記形、出現表記形の頻度とともに一覧にした
もので、新聞・雑誌・書籍・ブログのレジス
ター別に作成し、それぞれ次に挙げる情報を
付与する。 
 
《「表記一覧表」の付与情報》 
見出し語、見出し語の表記、品詞、語種、
見出し語の頻度、出現表記形、出現表記形
の頻度 
 
 「表記一覧表」を基に、レジスターごとに
語表記にゆれの多い語群、少ない語群やゆれ
のない語群を把握する。 
 さらに、語種・品詞・語構成・頻度の面か
らも分析を行う。具体的には、語種・品詞等
の別に分析を行い、どの語種・品詞等の語に
語表記のゆれが多く見られるのか（あるいは、



語表記のゆれが少ないのか）を明らかにする。 
 
 レジスター別の語表記のゆれに関する調
査結果を比較し、語表記のゆれが媒体によっ
てどのように異なるのか、あるいはどういう
点について共通性があるのかといったこと
を明らかにする。 
語表記のゆれが生じる要因について、以下
のような言語内的観点、言語外的観点から考
察を行う。 
 
 言語内的観点：品詞や語種・語構成のほか、
どのような意味・用法のときに、どのよ
うな表記が用いられているか。 
 
言語外的観点：新聞漢字表等、そのレジス
ターにおける表記の基準の有無や国語
施策の影響。著者に関する情報（性、年
齢など）の別。 

 
４．研究成果 
 
 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のコ
アデータを資料として和語・漢語・外来語・
混種語の全語種を対象に行った予備調査で
ある小椋秀樹(2012)「コーパスに基づく現代
語表記のゆれの調査 ― BCCWJ コアデータを
資料として―」（『第 1 回コーパス日本語学ワ
ークショップ予稿集』、 pp.321-328.）及び、
本研究において作成を進めた「表記一覧表」
の分析を基に、語表記のゆれが多く見られる
外来語と複合動詞とを取り上げ、より詳細な
分析を行い、語表記のゆれの実態を明らかに
した。 
 
（１）外来語表記のゆれ 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のコ
アデータを資料として、そこに収録された新
聞・雑誌・書籍・白書・Web の五つのレジス
ターを対象に外来語表記のゆれの実態を計
量的な手法によって明らかにした。 
具体的には、外来語の表記がどの程度ゆれ
ているのかレジスターごとに調査し、レジス
ターによる差異を明らかにした上で、各レジ
スターにおける外来語表記のゆれの類型に
ついても明らかにした。 
 
① ゆれのレジスター差 
各レジスターにおいて、どの程度、外来語
表記のゆれが見られるのか、度数 2以上の語
を対象に調査を行った。 
その結果、異なり語数で見ると、雑誌・Web
ではゆれが見られる語の割合は 20%代であっ
た。一方、新聞、書籍、白書は 10%未満であ
った。このように、外来語表記のゆれにはレ
ジスターによる差異が見られることが明ら
かとなった。 
 
② 外来語表記のゆれの類型 
各レジスターで表記がゆれている語を対

象に、どのような表記のゆれが、どのくらい
あるのかについても調査を行った。この調査
では、a. 外来語表記法の対立（例：バイオ
リン－ヴァイオリン）、b. 異なる文字体系間
の対立（例：ページ－頁）、c. 符号等による
表記と他の表記との対立（例：パーセント
－％）の 3類型に分類した。 
その結果、表記のゆれの類型についてもレ
ジスター差が見られた。雑誌・Web・新聞は、
他のレジスターに比べて類型bの割合が高く、
書籍・白書は他のレジスターに比べて類型 a
の割合が高かった。 
 
③ 外来語表記法の対立 
類型 aに属する語を対象に、どのような外
来語表記法の対立（ゆれ）が見られるのか調
査した。その結果、長音に関する表記のゆれ
（語末長音、語中長音）が全てのレジスター
にわたって多く見られた。 
 
（２）外来語語末長音のゆれ 
 上記（１）の調査を踏まえ、『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』の新聞・雑誌・書籍・
Web の四つのレジスターを対象に、外来語語
末長音のゆれ（例：コンピューター－コンピ
ュータ）の実態について調査を行った。 
 この調査では、（１）の調査において原語
の語末が-er, -or, -ar, -gy, -dy, -ry, -ty
の語に表記のゆれが多く見られたことから、
これらの語を対象とした。 
 
① ゆれのレジスター差 
 この調査では、対象を語末長音のゆれにし
ぼったが、ゆれの割合にレジスター差が見ら
れた。ゆれの見られる語の割合は、Web・書
籍が 20%台、雑誌が 20%弱であり、これらは
ゆれの割合の高いレジスターといえる。一方、
新聞は約 5%とゆれが極端に低く、『外来語の
表記』、新聞各社の表記の基準に忠実に従い、
表記をかなり統一していることが明らかと
なった。 
 
② 原語の語末による差 
語末長音の表記のゆれには、原語の語末に
よる差異も見られた。語末が-r の語よりも語
末が-y の語の方がゆれの割合が高い。 
また語末が-y の語の中でも、語末が-dy, 
-ty の語のゆれの割合が高い。 
 
原語の語末が-y の語に、ゆれが多く見られ
る要因として、原語の発音の影響を指摘した。
語末 y の発音は、弱母音/i/であり、明確な
長音でない。そのため原語の発音を意識した
場合、長音符号を省く傾向が生じている可能
性がある。専門用語の場合は、特にその傾向
が強くなるのではないかとした。 
 
（３）外来語における二重母音[ei]のゆれ 
 上記（１）の調査において、ゆれが多く見
られた語中長音のゆれとは、原語の二重母音



を長音符号で書くか連母音で書くというゆ
れで、その中でも原語の二重母音[ei]の表記
のゆれ（例：プレーヤー－プレイヤー）が最
も多かった。 
 そこで、原語の二重母音[ei]の表記を取り
上げ、『外来語の表記』の原則に当たる長音
表記と原則に当たらない連母音表記とがそ
れぞれどの程度用いられているのか実態調
査を行った。 
 
① レジスター差 
全レジスターで長母音表記の割合が 80%以
上を占めており、『外来語の表記』の原則に
当たる長音表記が定着していることが確認
された。しかし、レジスター別に見ると、差
異も見られた。連母音表記の割合は、雑誌が
13.7%で最も高く、新聞が 5.6%で最も低い。
書籍、Web は約 10%である。なお上記（１）（２）
と比べた場合、レジスター差は小さいといえ
る。 
 
② 語別の傾向 
 語別に見ると、連母音表記に偏るものが見
られる。連母音表記の割合が 90%以上の語と
しては、「メード」「ネール」「ブレーク」「ネ
ーティブ」などが挙げられる。これらは、い
ずれも比較的新しい語と位置付けられる。比
較的新しい語では、原語の発音を重視して、
連母音表記が定着していると考えられる。 
 
③ 意味・用法と表記 
長音表記か連母音表記かについては意味
用法との関係が見られる。例えば、「ディス
プレー」は、「展示」の意味よりも「モニタ
ー」の意味の方が連母音表記の割合が高い。
「デイ」は「Ｘデー」のような「～日」とい
う意味よりも、「昼間」の意味の方が連母音
表記の割合が高くなっている。 
 
（４）複合動詞のゆれ 
 
 予備的調査においては、語彙的複合動詞の
語表記のゆれが大きいことを指摘した。それ
を踏まえて、統語的複合動詞、特にその後項
動詞の表記について、『現代日本語書き言葉
均衡コーパス』の図書館サブコーパスを資料
として、出版年代、著者の生年代といった観
点から、漢字表記と平仮名表記の割合がどの
ように変化するのか明らかにした。 
 
① 出版年代 
年代が下るにしたがって、徐々に漢字表記
の割合が高くなっている。漢字表記の割合は、
80 年代後半は 41.9%であったが、90 年代前
半は 42.7%、90 年代後半は 46.6%、2000 年
代は 49.1%となる。このように 2000 年代に
は、漢字表記が平仮名表記と拮抗するまでに
なる。 
 
② 著者の生年代 

1890 年代生まれのグループから 1910 年代
生まれのグループまで、漢字表記の割合が低
下するが、その後は、1970 年代生まれのグ
ループまで漢字表記の割合が増加傾向にあ
る。1950 年代以降のグループからは、漢字
表記が過半数を占めている。 
 
 出版年代においても、著者の生年代におい
ても年代が下るにしたがって、漢字表記の割
合が高くなることが確認された。この要因に
ついては、漢字政策の改定（漢字表への訓の
追加）と情報機器による漢字の多用化という
二つの言語外的要因を指摘した。 
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